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"
栗
と
し
い
た
け
と
天
魚
の
村
“
と
キ
ャ

ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
言
っ
て
い
た
し
い
た
け
も
昭

和
五
十
六
年
の
乾
し
い
た
け
生
産
量
九
十
五

t
を
最
高
に
年
々
減
っ
て
お
り
、
現
在
は
、

二
十
二

t
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
マ

ッ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
に
よ

り
し
い
た
け
生
産
に
最
も
適
し
て
い
た
松
林

が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
に
従
い
、
し

い
た
け
の
品
質
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
来
ま
し

た
。
高
品
質
な
し
い
た
け
を
生
産
す
る
為
に

は
、
明
る
い
雑
木
林
を
使
っ
た
り
、
杉

・
桧

林
を
利
用
す
る
場
合
は
枝
打
ち
・
間
伐
を
十

分
に
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象
の
中
で
の
し
い

た
け
作
り
に
は
、
散
水
施
設
、
防
風
垣
の
設

置
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し

い
た
け
の
生
産
に
は
、
ほ
だ
場
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

え
ひ
め
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
夕
刊
引
が
開
催

さ
れ
、
本
村
、
北
平
の
山
本
明
氏
が
ほ
だ
木

育
成
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
、
同
じ
く
、

河
辺
村
森
林
組
合
が
林
業
功
労
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
る
河
辺
村
の

林
業
に
光
を
差
す
も
の
で
あ
り
、
振
興
に

一

層
の
尽
力
、
指
導
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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明氏所有)(山本見事に整理されたほだ場

「
ス
ト
レ

ス
」
最

近
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
の
代
表
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か。

物
理

的
ス
ト
レ

ス
と
心
理

的
ス
ト
レ

ス
の
二
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
現
代
社
会
で
は
、
特
に
人
間
関
係

に
よ
る
も
の
と
し
て
心
理
的
ス
ト
レ

ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

私
達
現
代
人
は
都
市
環
境
の
な
か

に
生
き
て
い
ま
す
し
、
多
く
の
人
と

関
わ

っ
て
生
活
し
て
い
ま
す。

誰
で

も
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
て
、
ス
ト

レ
ス
の
蓄
積
に
伴
う
疾
患
を
併
発
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん。

も

は
や
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
排
除
し
て

生
活
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。
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そ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
ス
ト
レ

ス
と
い
か
に
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い

く
か
、
つ
ま
り
「
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
の
コ
ツ
を
身
に
つ
け
る

こ
と
だ
グ
と
、
あ
る
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は

普
段
か
ら
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
つ
け
る
こ
と
、
次
に
入
浴
を
し

た
り
音
楽
を
聴
い
た
り
し
て
心
の
ゆ

と
り
を
持
つ
こ
と
、
最
後
に
い
や
な

こ
と
が
あ
っ
た
時
い
か
に
素
早
く
気

分
転
換
を
す
る
か
。
医
薬
療
法
で
解

消
で
き
な
い
特
効
薬
を
自
分
自
身
で

開
発
し
心
身
の
健
康
増
進
を
図
り
た

い
も
の
で
す
。

(K
)



(2) 平成 9年 7月25日

去
る
六
月
二
十
日
、
平
成
九
年

第
二
回
、
川
辺
村
議
会
定
例
会
が
招

集
さ
れ
ま
し
た
c

全
議
員
出
席
の
も
と
、
梅
木
議

員
の
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
村

長
提
案
の
報
ぎ
二
件
、
議
案
十
一
一
一

件
が
慎
重
審
議
の
う
え
可
決
承
認

さ
れ
空
し
た
。

fミ

同
意
案
件
で
は
、
岡
林
寛
氏
を

固
定
資
産
評
価
審
査
委
口
(
会
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

わ

ま
た
、
議
員
提
出
の
郵
政
事

業
・
分
割
民
営
化
に
反
対
す
フ
Q
r
L
志

見
書
が
川
町
案
の
と
お
り
決
定
さ

れ
、
遺
伝
子
組
み
愉
飢
え
食
品
の
表

示
と
輸
入
禁
止
を
求
め
る
請
願
は

不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
同
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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梅
木
加
津
子
議
員

①
農
林
業
会
社
に
つ
い
て

ァ、
J

ケ
i
ト
の
結
果
と
そ
の
後

の
対
応
・
吋
策
に
つ
い
て
の
村
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
卜
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
で
会

社
設
立
の
賛
成
者
が
六
八
%
、
反

対
者
が
三
十
%
、
そ
の
他
二
%
と

い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

去
る
六
月
十
六
日
に
、
農
林
業

会
社
設
立
棋
討
委
員
会
を
開
催

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
つ
い

て
検
討
し
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
委
員
さ
ん
の
ご
意
見
で
は
、
本

村
の
農
林
業
の
振
興
に
会
社
の
設

立
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
全

委
員
一
致
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
農
林
業
会
社
設
立
委
員

会
を
、
設
立
準
備
委
員
会
に
切
り

替
え
、
規
模
や
内
容
等
の
検
討
を

す
る
た
め
、
早
急
に
準
備
委
員
会

を
開
催
し
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
υ

②
河
辺
村
高
齢
者
福
祉
計
画

に
つ
い
て

平
成
十
一
年
ま
で
後
二
年
に
迫

り
ま
し
た
。
河
辺
村
の
福
祉
計
画

の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
、
残
り

の
事
業
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

下
さ
い
。〔

村
長
答
弁
〕

ソ
フ
ト
事
業
に
つ
き
ま
し
で

は
、
河
辺
村
老
人
保
健
福
祉
計
画

に
基
づ
き
目
標
達
成
に
向
け
順
次

進
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
+
年
に
特
別
養
護
老
人

ホ
i
ム
が
完
成
致
し
ま
す
。

こ
の
施
設
整
備
で
、
河
辺
村
老

人
保
健
福
祉
計
画
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

一
、
ア
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
シ
ヨ

ー
ト
ス
テ
ィ
を
併
設
い
た
し
ま
す

の
で
、
計
画
ど
お
り
事
業
は
完
了

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
人
専
用
住
宅
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
い
た
し
ま
す
。
在
宅
福
祉
の
問

題
で
す
が
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

た
だ
く
の
が
一
番
理
想
で
あ
り
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
画
の
両
面
に
つ
い
て
、
こ

れ
か
ら
十
分
検
討
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
交
付
要
制
を
ム
7

年
度
制
定
致
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
?
と
す
る
人
に
汁

葬式梓支え焦土につい て川

補
助
に
つ
い
て

河
辺
村
で
は
、
生
活

排
水
に
よ
る
公
共
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
に
、
合
併
処
珂

し
て
、
予
算
の
諸
国
内
で
補
助
金

を
交
付
す
る
事
業
で
す
。
た
だ
し
、

合
併
処
理
浄
化
槽
と
単
独
処
理
浄

化
槽
の
本
体
工
事
部
分
の
差
額
に

つ
い
て
の
棺
助
で
あ
り
、
浄
化
槽

ん 設
世
全
体
の
補
助
で
は
あ
り
ま
せ

合
併
処
理
作
化
槽
と
は
、
し
尿

と
雑
排
水
(
台
所
・
洗
濯
場
。
川
市

室
等
か
ら
流
さ
れ
る
排
水
)
を
併

せ
て
処
理
す
る
浄
化
特
の
こ
と
で

あ
り
、
し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単

独
処
理
浄
化
槽
は
、
こ
の
事
業
の

対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
は
、
家
の
析
築
・
改

築
等
で
什
併
処
理
浄
化
槽
を
新
規

に
設
盟
問
一
す
る
場
合
、
又
、
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
変
史
す
る
場
企
に
限
り
、
農
業

集
落
排
水
施
設
整
備
計
画
一
也
域

〈
植
松
・
川
崎
・
抑
制
V

を
除
く

河
辺
村
全
域
で
補
助
が
可
能
と
な

り
ま
す
c

補
助
限
度
額
は
、
五
人

槽
の
場
合
三
十
万
九
千
円
。
L

ハ
i

七
人
槽
の
場
合
山
十
六
万
三
千

川
。
八

1
十
人
槽
の
場
合
八
十

万
四
千
円
で
す
。
人
槽
の
決
定
は
、

建
物
め
い
山
積
に
応
じ
て
決
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
補
助
を
受
け
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
事
業
を
行
う
前
年
度

ま
で
に
補
助
金
交
付
申
請
害
に
、

事
業
計
画
奉
行
園
建
築
確
認
通
知

書
・
設
置
場
所
位
置
図
・
収
支
予

算
企
一
目
・
見
積
書
の
写

L
等
の
書
類

を
添
什
し
て
、
役
場
ま
で
申
し
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

尚
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
万
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
と
連
絡
下
さ
い
。

交
付
要
綱
を
お
渡
し
し
、
担
当
者

が
詳
L
く
説
明
致
し
ま
す
。
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〈
食
中
毒
に
つ
い
て
〉

平成 9年 7月25日

日
本
特
存
の
栴
雨
を
代
表
と

す
る
高
湿
な
夏
は
、
食
中
毒
の

多
い
季
節
で
す
。
わ
が
同
の
食

中
毒
の

ω
i何
%
は
細
雨
性
食

中
毒
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
原

因
菌
と
し
て
は
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ

(
魚
介
類
に
多
い
)
が
半
数
を

占
め
、
ほ
か
に
ブ
ド
ウ
球
菌
、

サ
ル
モ
、
ネ
ラ
菌
な
ど
が
一
般
的

で
す
。
前
一
胤
性
大
腸
菌
に
よ
る

食
中
毒
は
、
こ
れ
ま
で
せ
い
ぜ

い
企
何
で
山
、
却
件
程
度
で
し

た
が
、
平
成

8
年
の

O

印
に

よ
る
患
者
は
年
間
九
ヲ
四
五
宇

名
(
う
ち
死
者
ロ
名
)
に
増
え
、

今
年
も
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て

い
ま
す
。A

V

品

V

A

鯵

0

山
は
潜
伏
期
が

4
1
8

H
と
長
い
た
め
は
ω
染
経
路
が
見

つ
か
り
に
く
く
、
他
の
食
中
毒

の
発
症
に
必
要
な
菌
数
の
数
千

¥
数
万
八
刀
の
一
(
わ
ず
か
別
個

程
度
)
で
発
症
し
、
人
か
ら
人

へ
の
こ
次
感
染
も
多
い
た
め
大

流
行
を
起
こ
し
ゃ
す
い
と
い
わ

(3) 

れ

て

い

ま

た

他

の

病

原

性

十
八
時
菌
に
は
な
い
ベ
ロ
毒
素
(
赤

痢
の

4
去
に
よ
く
似
た
神
経
毒
)

そ
作
り
、
腎
臓
わ
脳
を
お
か
し
ま

す
c食

中
毒
の
一
般
的
な
症
状
も
、

急
に
始
ま
る
胆
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、

発
熱
な
ど
で
す
が
、

O

即
は
、

①
た
び
重
な
る
水
の
よ
う
な
下

痢
、
②
激
し
い
腹
痛
、
そ
し
て
①
一

赤
ワ
イ
ン
に
似
た
血
使
が
特
徴
的

で
、
時
に
は
尿
毒
症
を
起
こ
し
重

喧
に
な
り
ま
す

av 

従
来
の
丘
中
奇
で
も

O
!日
で

も
、
予
防
は
い
か
に
し
て
山
閣
が
日

の
中
に
入
る
の
を
防
ぐ
か
に
つ
き

ま
す
。
ま
さ
に
税
関
の
「
水
際
作

戦
」
と
同
じ
で
す
。
食
材
ご
と
に

ま
な
板
を
洗
っ
た
り
す
る
の
は
た

し
か
に
大
変
で
す
が
、
水
道
水
に

合
ま
れ
る
塩
去
に
は
意
外
に
殺
菌

力
が
あ
る
の
で
す

L

「
「
々
が
一
、
食
山
毒
に
な
っ
た

h
!

っ
し
と
考
え
て
、
梅
雨
か
ら
夏
に

か
け
て
は
特
に
立
材
の
「
水
洗
い
」

号
、
心
が
け
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、

必
ず
水
道
の
流
水
下
で
洗
う
よ
う

に
し
て
下
さ
い
o

井
戸
水

1
J

た
水
で
は
、
案
外
、
細
雨
が
繁

殖
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

要
注
意
で
す
。
そ
1
J
て
、
調
理

後
は
す
ぐ
に
丘
、
べ
る
こ
と
で

す
(
友
口
山
を
保
存
す
ゐ
場
合
は

必
ず
凶
℃
以
下
に
冷
蔵
す
る

か
、
零
下
日
℃
以
下
に
冷
凍
し

て
、
合
一
一
日
川
に
再
加
熱
し
て
下
さ

い
。
た
だ
し
、
冷
蔵
冷
凍
に
よ

っ
て
細
菌
が
死
ぬ
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
(
冷
蔵
庫
内
で
も
カ

ピ
が
は
え
る
の
と
同
じ
に
考
え

て
下
さ
い
)
過
信
せ
ず
に
は
十
め

に
食
べ
て
し
ま
う
よ
う
に
し
ま
一

し
よ
う

J

一

警E購F雲J¥I構課地方圏IT禽移転の語集D6ぜ
愛媛県では、八中市浜地方局庁舎の移転新築工事を進
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同
同
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
の

年
会
部
に
つ
い
て
は
、
ん
i

国
消
官

者
物
価
指
数
(
以
下
「
物
価
指
数
」

と
い
う
。
)
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
す
る
、
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
制

度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
お
い
て
は
、
平

成
八
年
の
物
何
指
数
は
吋
前
年
比

で
口
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
と

〔
相

巴

八
・
九
月
は
、
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
毎
年
、
多
数
の
台
風
が

接
近
ま
た
は
上
陸
し
、
強
風
と
大

雨
に
よ
り
た
び
た
び
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
い
く
も
‘
ム
つ
も
到
来
し

て
お
り
数
多
く
や
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
子
怨
さ
れ
ま
す
ω

ムハ

風
情
報
に
、
日
宜
し
、
立
八
刀
な
安
全

対
策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う

J

ヒ
バ
十
日
に
z

出
児
品
川
町
一
」
豪
雨

に
よ
る
山
肌
崩
落
で
、
二
十
名
余

の
犠
牲
者
が
出
る
と
い
う
土
石
流

に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
て
お
り

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
八
年

度
に
お
い
て
平
成
七
年
の
物
価
指

数
が
対
前
年
比
で

0

・
一
パ
ー
セ

ン
ト
下
落
し
た
に
も
か
か
わ
ん

ず
、
特
例
措
置
に
よ
り
物
価
ス
ラ

イ
ド
は
行
わ
ず
平
成
七
住
民
の
年

金
額
と
同
額
に
据
え
置
い
た
た

め
、
平
成
九
年
度
の
物
価
ス
ラ
イ

ド

ιよ
る
年
金
額
の
改
定
は
ノ
れ
わ

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
年
度
の
五

月
中
旬
に
年
金
受
給
者
に
送
付
さ

れ
て
い
た
「
年
金
改
定
通
知
書
」

は
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
は
送

付
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
す
。
自
分
の
住
む
地
問
や
家
の

同
り
の
地
形
に
関
心
を
持
ち
、
危

険
と
感
じ
た
時
に
は
、
早
め
号
)

難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
は
次
の
と
お
り
定
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場

所
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

地区名 順位 施設名 電話番号

河辺小学校 39-2016 
植松地区

老人福祉セン空 39-2222 

坂本地区 1 農業構造改善セン虫 39-2810 

ふ る さ と の 宿 39-2211 
大伍地区

2 河辺中学校 39-2524 

地域活性化センヲ 139-2812 
北平地区

2 河辺中字校 39-2524
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業
建
設
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長

課
長
補
佐

5果課課
長
補
イ左長

所課

長

課
長
補
佐 長長

蜘

新梅ネヘム酒河長長河
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H
U
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円
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明
¥

英成
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光勇治

総
務
消
防
係

財

政

係

企

画

係

商
工
観
光
係

庶

務

係

庶

務

係

庶

務

係

庶

務

係

戸税税

籍務務

保田衛衛年民

健保生生金生

農
林
振
興
係

農
林
振
興
係

農
林
土
木
係

農
林
土
木
係

建

設

係

建

設

係

水

道

係

係係係婦係係係係係

技技技主主主係主主係係

手手手事事査長査任長長
(併) (兼)

係主係

長事長

嘱主主係係係

託任査長長長
(兼) (兼)

だ
h
ト

，Aぺ
2

・
主

だ
h
h

J
q
l
 

主係、王、王

事事長査長査長

富大福井梅五本谷新久角知回土
寸土本大久酒福河冨柴真谷石藤山

保藤永森宮脇木頭門本田

義

和

寿

幸
哲

也

祥

介
キ
ヨ
カ

敏

恵
ひ
か
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春

美

忠

寿

喜
久
雄
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哉

居野葉

雅

敬
裕

明

美
栄
子

山富保井見野

都英
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美二樹勇子昌

薫賢雅

田本永

豊和重

田本浦

耕富

田

学志英陽寿明則
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河辺村行政

議

会

議

長

長

士
口

岡

男

農

委

会

長

大

野

富
士
男

選
主主
国

ラ巨と
:9.ご

員

長

本

喜
久
男

増

代
表
監
査
委
員

オミニ
ホ木

重

生

J 1I 

所

長

事

務

長

出
納
室
長

課

長

所

長
時

日果

長

自官

長
品
市

事
務
局
長

事
務
局
長
樹

書

記

長

崎

補
助
職
員
蜘

長 小
田

岡原

玉高高本上長梅上

井木木
二三乙

屯野岡木野

盛ー

「ト
庁主

日
昭

拙

J 
官
回

雄勇

良

刀口口日
n
ロハ

官
田

ま住

村

直

営

係

村

直

営

係

庶

務

係

庶

務

係

看看看

日
曜
は護護問

出

志向

学
校
教
育
係

調

理

社
会
教
育
係

社
会
教
育
係

社
会
教
育
主
事

婦婦婦員貝

主係技技主技技係技主係、王教教書係書書

査長手手査長手手手任長
(兼)

{壬ろム ミム
日目リ 首則記長

骨
記
(兼)

記
(兼)

i可高藤和有冨和奥北 j度西船樽樽長名菊小大大梅新冨

野橋同気

唯

勝

貴

浩
サ
エ
子

真
由
美

友永気

一栄佐
由

恵子美

平

美
香
江

地部永

富磯千
美恵
雄若子

田

豊

井井岡

美
枝
子

官
是
正優

本

升

地

幸

重
久
美
子

オミ
キ木

春

森木田永

重

別

義

和
キ
ヨ
カ

春

美
香子美



二
度
と
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
起
こ
吹
き
出
し
た
り
、
煙
を
吹
き
つ
け

し
て
は
な
ら
な
い
決
心
を
し
ま
し
る
と
湯
の
表
面
か
ら
多
く
の
煙
が

た

。

出

る

な

ど

地

獄

で

は

、

自

然

の

不

福
岡
ド
i
ム
で
は
、
平
野
小
学
思
議
な
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

校
の
人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
乗
り
物
、
ゲ
!
ム
、

ま
た
、
別
府
の
地
獄
で
は
、
旅
行
買
い
物
、
野
球
観
戦
等
お
お
い
に

さ
れ
て
い
た
人
と
一
緒
に
写
真
を
楽
し
み
ま
し
た
。

撮
っ
た
り
、
撮
っ
て
い
た
だ
い
た
知
識
の
修
得
、
体
験
だ
け
で
な

り
し
て
、
あ
と
で
そ
の
写
真
を
た
く
、
こ
の
よ
う
な
修
学
旅
行
が
で

く
さ
ん
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
き
た
の
も
、
保
護
者
、
委
員
会
、

た
。
知
ら
な
か
っ
た
人
と
の
ふ
れ
旅
行
会
社
、
運
転
手
、
パ
ス
ガ
イ

あ

い

も

で

き

ま

し

た

。

ド

、

先

生

等

多

く

の

人

の

支

長

・

ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
、
高
崎
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う

山
で
は
、
自
然
の
中
の
動
物
を
す
「
感
謝
の
心
」
が
あ
い
さ
つ
や
旅

ぐ
目
の
前
で
見
て
動
物
に
対
す
る
行
の
反
省
会
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

気
持
ち
も
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
児
童
に
と
っ
て
多
く
の
こ
と
を

広

島

の

原

爆

資

料

館

で

は

、

被

か

と

思

い

ま

す

。

学

ん

だ

修

学

旅

行

だ

っ

た

と

思

い

爆
さ
れ
た
当
時
の
様
子
を
知
り
、
時
間
を
お
い
て
定
期
的
に
湯
が
ま
す
。

(6) 

機
構
し
静
ワ
同
時
阿
梅

鯵
学
藤
戸
旬

平成 9年 7月25日fミわ

総
{卒
者
藤
え

て
河中

7J'l 

去
る
六
月
三
日
、
心
配
さ
れ
て

い
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
三
年
生

に
と
っ
て
は
最
後
の
郡
総
体
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
野
球

部
、
パ
レ
l
部
共
に
意
気
込
み
は

高
ま
り
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
は
練

習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

ま
わ
り
か
ら
見
て
い
て
も
「
大
会

当
日
に
疲
れ
が
出
な
け
れ
ば
良
い

が
:
・
」
と
心
配
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

い
よ
い
よ
大
会
当
日
。
野
球
部

は
、
前
回
の
新
人
選
で
苦
杯
を
喫

し
た
長
浜
中
と
対
戦
し
、
三
一

で
勝
ち
、
実
質
の
決
勝
戦
を
思
わ

せ
る
好
試
合
で
し
た
。
し
か
し
準

決
勝
で
は
、
肱
川
中
と
対
戦
し
、

第 120号

河小地獄めぐりにで

惜
し
く
も
一
二
の
一
点
差
で
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
パ
レ

I
部
は
、
予
選
リ
l
グ
で
長
浜
中
、

肱
川
中
と
対
戦
し
ま
し
た
。
相
手

チ
i
ム
に
引
け
を
取
ら
な
い
白
熱

し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
敗
れ
て
し
ま
い

士
4
1し
れ
~
。

郡
総
体
を
通
し
て
、
生
徒
達
は

勝
敗
よ
り
も
、
も
っ
と
大
切
な
も

の
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
お
忙
し

い
巾
、
応
援
に
来
て
温
か
い
声
援

を
送
っ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

総体結果

河 0-2長

河 0-2肱

野球

河3-1長

河 1-2肱

レ
ど
、，p'' 

郡陸上競技大会の主な成鑓

藤田泰樹(走高跳 1m61) 

藤田泰樹 (110mH 18" 7 ) 

片山権人三種A

( 100111，12" 7 

1走高跳 1m47 
砲丸投9m96 

浦野亜希

( 2年1500m5 '58" 7 ) 

松ド亮

( 3年100m12"4 ) 

松下売 (200m25" 9) 

松下・片山・和気・藤田

(800mR l' 47" 9) 

洋(走幅跳4m73) 

誠(三段跳10m28)

聡 (200m26"5) 

標準記録突破者

中野みゆき(走高跳 1m35) 

優勝

気

井

中

和

酒

田

第2f~ 

位

1苅a 

‘守.. 

、

司も匙

盆

可怪量

弓守き

、

‘ 
号、ゐ

守。3

"女片

号も'.'. " 
も-

'・8謂

七
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
に
か

け
て
、
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

於
い
て
、
分
館
対
抗
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た。
開
会
式
で
は
、
公
民
館
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
教
育
長
よ
り
激

励
の
言
葉
を
頂
き
、
昨
年
度
優
勝

の
坂
本
分
館
の
新
田
春
夫
選
手
の

堂
々
と
し
た
選
手
宣
誓
で
試
合
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
館
と
も
、

梅
雨
に
よ
る
雨
の
た
め
、
ほ
と
ん

ど
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
状
態
で

の
試
合
開
始
で
し
た
。
そ
の
た
め

か
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
数
は
昨
年
に
比

べ
減
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
珍
プ

レ
ー
が
続
出
し
、
会
場
を
笑
わ
せ

ま
し
た
。
試
合
は
、
ど
の
試
合
と

も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
終

熱戦か。繰り広げられました

堂々とした選手宣誓で開幕

日
ま
で
優
勝
チ
l
ム
が
分
か
ら
な

い
実
に
白
熱
し
た
ゲ
l
ム
内
容
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
好
プ
レ
ー
も

随
所
に
出
、
試
合
を
一
層
引
き
締

め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
坂
本
分
館
が
植
松

分
館
を
押
さ
え
、
二
年
連
続
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
は
、
打
倒
坂
本
で
燃
え
る

よ
う
練
習
日
が
晴
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
し
ょ
う
。

今
月
号
の
ふ
る
さ
と
に
望
む
は

都
合
に
よ
り
お
休
み
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
次
号
を
お
楽
し
み
に
。
又
、

村
出
身
執
筆
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
。



第 120号

六
月
ト
五
日
(
日
)
、

午
前
九
時
よ
り
河
辺
中

学
校
体
育
館
に
於
て
、

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
企
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
)
九
年
度
最
初
の

分
館
対
抗
競
技
と
あ
っ

て
、
分
館
そ
れ
ぞ
れ
に

黙
の
入
っ
た
練
習
か
ら

の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
開
会
式
で
ほ
、
開

会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

教
育
長
さ
ん
か
ら
激
励

の
言
葉
を
頂
き
、
昨
年

度
ア
ベ
ッ
ク
霞
勝
を
果

た
し
た
坂
本
分
館
の
久
保
雅
樹
、

奥
平
美
香
江
選
手
の
ユ
ニ
ー
ク
な

選
手
宣
誓
の
あ
と
、
試
合
を
開
始

し
ま
し
た
。
試
合
内
容
は
、
男
子

が
淡
々
と
試
合
を
消
化
し
て
い
く

の
と
対
照
的
に
女
子
の
方
は
白
熱

し
た
ゲ

l
ム
展
開
と
な
り
、
午
前

中
、
男
子
試
合
数
回
に
対
し
て
、

/丈

坂本アベックー

わ7P 平成 9年 7)j 25日(7) 

ナイスカバー!! 

女
子
と
の
ゲ

i
ム
差
、
一
.
五
と

試
合
の
ひ
ら
き
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
か
ら
の
式
令
、
女

子
に
つ
い
て
は
、
試
合
間
の
休
憩

を
短
縮
し
て
実
施
し
て
も
ら
い
、

何
ん
と
か
子
定
の
時
聞
を
少
し
す

ぎ
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
な
時
間

配
分
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ケ
ガ
人
が
出
な
か
っ
売
こ
と
は
、

日
頃
の
村
民
の
体
力
守
つ
く
り
の
成

東
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
試
合
結

果
は
、
圧
倒
的
強
さ
を
見
せ
つ
け

た
坂
本
分
館
が
昨
年
に
引
き
続

き
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
も
お
め
で
と
う
ご
、
ざ
い

ま
す
。右

の
写
真
は
、
坂
本
分
館
の
慰

労
会
の
写
真
で
す
。
用
志
さ
れ
た

欽
み
物
が
す
べ
て
無
く
な
る
の
に

は
事
か
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

梅
山
改
謹
間
帯
ご
平
E

A
T
-
-配
H
E
-
-
E
F

胸、、
s
g
・噌
A
唱

a

，H防御
v

、、，，

カップと一緒にハイチーズ

六
月
二
十
九
日
(
日
)
、
村
肉

各
地
区
に
お
い
て
婦
人
会
、
中
学

作
、
八
刀
伶
役
目
〔
合
同
の
公
共
施
設

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
八

日
マ
四
国
接
近
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
恵
み
の
雨
を
降
ら
せ
て

通
過
し
ま
し
た
。

当
日
は
日
差
し
も
強
く
、
動
い

て
い
る
と
汗
が
流
れ
て
く
る
ほ
ど

で
す
。
施
設
の
ま
わ
り
の
草
刈
り
、

草
引
き
、
道
路
等
に
投
げ
す
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
ひ
ろ
い
、
施
設

内
の
ガ
ラ
ス
ふ
き
や
床
み
が
き
。

一
生
懸
命
清
掃
し
た
公
共
施
設

青

年
環
境
美
化
に
一
役

六
月
八
日
、
付
振
興
青
年
会
議

二
具
田
耕
志
議
長
、
男
十
七
名
、

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
気
持
ち
良

く
使
え
る
よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
忠
い
ま
す
っ

ご
苦
労
様
で
し
た
。

いい汗カf流せまじた

女
三
名
)
の
奉
仕
活
動
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
草
か
り
と
、
県
道
の

ア
キ
カ
ン
拾
い
を
実
施
し
た
も
の

で
、
当
日
は
十
三
名
の
参
加
を
得
、

河
辺
村
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し

た
。
ア
キ
カ
、
J

拾
い
は
、
昨
年
の

十
月
来
の
も
の
で
し
た
が
、
や
は

り
ゴ
ミ
袋
八
袋
に
も
及
び
、
今
だ

直
ら
な
い
ボ
イ
捨
て
の
多
さ
に
鷲

き
ま
し
た
。
環
境
美
化
は
日
頃
の

一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
で
い
く
ら
か

は
改
善
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ア
キ

カ
ン
拾
い
を
し
な
く
て
も
済
む
よ

う
な
き
れ
い
な
村
づ
く
り
に
努
め

た
い
も
の
で
す
。

道
路
は
み
ん
は
の
も
の

七
月
六
日
、
村
内
一
斉
に
村

宜
・
長
林
道
を
中
心
に
道
路
愛
護

-
口
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た。
多
く
の
村
氏
の
方
に
奉
仕
作
業

に
参
加
い
た
だ
き
、
暑
い
巾
草
刈

り
及
ぴ
間
溝
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
道
路
等
が
き
れ
い
に
な
り
、

市
が
安
全
に
通
行
で
き
、
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
道
路
は
、
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も

の
で
す
の
で
、
大
切
に
利
川
市
し
て

く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
村
民
の
方
々
の
ご
尽

力
を
印
刷
り
道
路
わ
政
の
推
進
を
函

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
道

路
愛
議
一
日
奉
仕
作
業
の
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
υ

お

つ
か
れ
様
で
し
た
。

道に感謝!! 
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女
ふ
る
さ
と
祭
り

八
月
十
五
日
幽

場
所

ふ
る
さ
と
公
園

内
容

・
夜
市

・
カ
ラ
オ
ケ

・
納
涼
盆
お
ど
り

・
歌
謡
シ
ョ

l
・
花
火

大
前
夜
祭
龍
馬
を
語
る
夕
べ

九
月
十
三
日
出

会
場

ふ
る
さ
と
の
宿

内
容

講
演
「
薩
長
同
盟
の
真

相
」
富
成
博
先
生

交
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

九
月
十
四
日
制

集
合

ふ
る
さ
と
公
園

内

容

・

脱
藩
の
道
オ
ン
リ
ー

コ
ー
ス

・
浪
漫
八
橋
と

脱
藩
の
道
コ

l
ス

す
渓
流
つ
り
大
会

十
月
五
日
間

会
場

ふ
る
さ
と
の
宿
付
近

大
健
康
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
月
十
九
日
同

会
場

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
他

内

容

・

文
化
協
会
発
表

バ
ザ
!
・
展
示
コ
ー

ナ

ー

・

講
演

医

学

博
士
松
原
英
多
先
生

女
三
杯
谷
の
滝
ま
つ
り

十

一
月
九
日
刷

会
場

三
杯
谷
の
滝
付
近

内

容

・

カ
ラ
オ
ケ

・
キ
ジ
鍋

食
べ
放
題
・
も
ち
ま
き

fミわ九百第 120号

一

j

一

七
月
一
日
、
ふ
る
さ

一

1
i
一
と
公
園
に
於
て
河
辺
村

一
J

〉

一
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

一

町

一

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
市
明

一

ふ
る
さ
と
公
園
の
芝

一

計

一

生
も
生
え
揃
い
、
ゴ
ル

一
一

一

フ

に
は
最
適
と
考
え
ら

一
ケ

一

れ
ま
す
が
、
地
面
を
転

一

ツ

一

が
す
ク
ロ
ッ
ケ
ー
に
は

一
口

一

不
適
の
よ
う
で
、
芝
目

一
ク

一

が

読
め
ず
、
苦
労
さ
れ

「
|

|

L

た
選
手
も
い
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
、
日
頃
か
ら
練
習

を
積
ん
で
い
る
選
手
に
と

っ
て

は
、
関
係
な
く
、
き
ち
ん
と
芝
目

を
読
み
、
長
い
距
離
で
の
タ

ッ
チ

も
あ
り
、
好
プ
レ
ー
が
続
き
ま
し

鴎
和
教
務
シ
渉
中
佐
察
側

“
同
和
教
育
の

新
た
な
る
出
発
"

昭
和
四
十
年
同
和
対
策
審
議
会

の
答
申
に
よ
り
、
同
和
問
題
の
解

決
が
国
民
的
課
題
と
さ
れ
行
政
の

責
務
と
し
て
国
を
あ
げ
て
同
和
教

育
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
昭

和
四
十
四
年
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
を
制
定
同
和
対
策
事
業
を

進
め
て
参J
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
そ
の
後
、
地
対
財

特
法
(
略
称
)
と
名
称
を
変
え
な

が
ら
同
和
行
政
を
行
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
の
熱
戦
を
制
し
た
の
は
以

下
の
チ
l
ム
で
す
。

お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

A
ブ
ロ

ッ

ク

大

伍
ク
ラ
ブ

B
フ
ロ

ッ
ク
植
松
ク
ラ
ブ芝生で苦戦?

た
が
、
本
年
三
月
末
で
期
限
が
終

わ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
法
対
象

四
十
五
事
業
の
う
ち
十
五
事
業
を

規
定
し
た
一
部
改
正
法
を
成
立
さ

せ
ま
し
た
の
で
、
事
業
は
五
年
間

続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
初
の
人
権

専
門
法
と
で
も
言
う
べ
き
「
人
権

擁
護
施
策
推
進
法
」
が
昨
年
十
二

月
臨
時
国
会
で
成
立
し
て
お
り
ま

す
。現

在
ま
で
同
和
問
題
の
解
決

が
、
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育

で
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
と
し
て
解

消
を
図
っ
て
来
て
、
多
く
の
成
果

を
収
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
同
和
教
育
は
人
権
教
育
の

重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
同

和
問
題
が
人
権
問
題
と
し
て
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
「
人
権
擁
護
施
策
推
進

法
」
を
核
に
し
て
同
和
問
題
の
解

決
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

一言
え
ま
す
。

国
民
的
課
題
で
あ

る
同
和
問
題
が
未
解
決
の
現
状
で

は
、
す
べ
て
の
村
民
が
人
間
尊
重

を
基
盤
に
し
て
、
差
別
を
し
な
い
、

差
別
に
負
け
な
い
、

差
別
を
許
さ

な
い
村
を
つ
く
る
た
め
の
教
育
と

啓
発
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

禁
煙
の
お
知
ら
せ

河
辺
村
で
は
、
七
月

一
日
よ
り
、

会
議

・
研
修
会
等
開
催
中
に
限
り

禁
煙
と
致
し
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

至自

9
・
5
・
什

9
・
7
・
叩
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